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い。
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お使いになる前に

開梱時には、以下のものが全て揃っている事をご確認下さい。

・糊付機本体 ・原反芯棒 ・六角レンチ(2mm)

・取扱説明書 ・工具袋 ・六角レンチ(2.5mm)

・インテリア機器登録カード ・テンションバー(2本) ・ロング六角レンチ(3mm)

・カットテープ ・サイド盤(大･小各2個) ・操作ボックス用カバー

・カットテープ芯 ・カットテープ芯棒 ・ドライバー(+)

・スリッター ・糊切り(2種 各２個) ・マジックテープインシュロック

品質には万全を期しておりますが、万一不足や運送の破損等があった場合は、

速やかに弊社営業所までご連絡下さい。
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Chapter １

Chapter1 概要

この章では、自動壁紙糊付機をご利用いただく前に

知っておいていただきたい内容について解説しています。
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安全上のご注意 Chapter １

自動壁紙糊付機をご使用いただくには、正しい取扱いと定期的な保守・点検が不可欠です。以下

の一般取扱注意事項をよくお読みになり、十分に理解されるまで糊付作業は行わないで下さい。

この取扱説明書では、取扱いを誤った場合に発生が予想される危害・損害に対する注意事項を、

その程度により [警告] [注意] [メ モ] という項目に分類して表示しています。

[警告] ‥‥ この表示を無視して誤った取り扱いを行うと、重大な事故につ

ながるおそれのある注意事項を示しています。

[注意] ‥‥ この表示を無視して誤った取り扱いを行うと、機械の破損・故障

につながるおそれのある注意事項を示しています。

[メ モ] ‥‥ これを知っておくと便利という補足事項を示しています。

警告

煙が出ている、変なにおいや異音がす

る等の異常状態のまま使用すると、火

災・感電の原因となります。すぐに機

械本体の電源スイッチを切り、必ず電

源プラグをコンセントから抜いて下さ

い。

電源コードが機械の下敷きにならない

ようにして下さい。また、電源コード

をねじったり引っ張らないようにして

下さい。コードが破損して火災・感電

の原因となります。

機械に付いている電源コンセントは、

当社の糊自動攪拌供給機・自動糊ポン

プ専用です。他の電気機器を接続しな

いで下さい。

火災の原因となります。

糊付機を洗浄するときは、スリッター

と送り出しローラーを取り外して行っ

て下さい。ドクターローラと送り出し

ローラーの間に手を巻き込んだり、ス

リッターの刃で手を切ったりする等の

事故を未然に防ぎます。

機械運転中は絶対にスリッターの刃物

に触れないで下さい。刃物交換時には

皮手袋などの保護具を着用して下さい。

また、刃物の取扱いには十分注意して

下さい。手が切れます。

機械のカバーを外したり、改造したり

しないで下さい。

感電・故障の原因となります。内部の

点検・修理は弊社営業所にご依頼下さ

い。

表示された電源電圧（AC100V・50/60

Hz）以外の電圧で使用しないで下さい。

火災・感電の原因となります。

制御基盤やモーター部分、操作ボック

ス内に水が入ったり、濡らさないよう

にご注意下さい。火災・感電の原因と

なります。特に洗浄時にはご注意下さ

い。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししな

いで下さい。また、アースを必ず取っ

てご使用下さい。感電するおそれがあ

ります。

糊付機作動中は、押えローラーと糊付

ローラーの間に指を挟まないよう、充

分注意して下さい。
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安全上のご注意 Chapter １

注意

電源プラグを抜くときは、電源コー

ドを引っ張らないで下さい。コード

が傷つき、火災・感電の原因となる

ことがあります。必ずプラグを持っ

て抜いて下さい。

運搬時は上・下フレームのパチン錠、

及び本体と脚部のパチン錠を必ず掛

け、スリッターを外して下さい。運

搬中に機械が落下して破損するおそ

れがあります。

設置場所には充分注意して下さい。

畳の上など、柔らかい床で使用する

ときは、下に必ず丈夫な板などを敷

いて下さい。

機械の誤動作や機械の性能が発揮で

きない場合があります。

不安定な場所（ぐらついた台や傾い

たところ）に置かないで下さい。機

械の誤動作や、転倒してけがの原因

となったり、機械の性能が発揮でき

ない場合があります。必ず水平な場

所で使用して下さい。

作業時は必ずキャスターの向きを外

側へ向け、ブレーキをかけて下さい。

動いたり倒れたりしてけがの原因と

なることがあります。

機械の上に重いものを置かないで下

さい。機械が破損したり、転倒・落

下してけがの原因となることがあり

ます。

窓を閉め切った自動車の中や直射日

光の当たる場所など、異常に温度が

高くなる場所に放置しないで下さい。

機械の変形・故障の原因となります。

掃除をするときはワイヤーブラシ等、

硬い物でこすらないで下さい。ロー

ラーの表面に局部的な力を加えると

損傷するおそれがあります。

定期的に各部のネジの増し締めを行

なって下さい。ネジがゆるんでいる

と異音がしたりローラーが空転しま

す。

使用後はローラー・糊箱をよく水洗

いを行って糊を取り除いて下さい。

糊が付着した他の部分は、水を含ま

せたスポンジ等で糊を拭き取った後、

乾いた雑巾で乾拭きを行って下さい。

ゴムローラーに糊が付着した場合は、

必ず雑巾などできれいに拭き取って

下さい。糊が付いたままで放置する

と、ひび割れすることがあります。

糊付機に糊を入れたまま放置しない

で下さい。ローラー・糊箱等が変色

（腐食）することがあります。また、

ローラー上に濡れた雑巾などの異物

を放置しないで下さい。変色する場

合があります。

スリッターの刃物に水や糊が付着し

たまま放置すると刃物に錆が発生し

切れ味が鈍ります。使用後は必ず乾

いた布等できれいに拭き取って下さ

い。

刃物の切れ味を保つため、乾いた布

等できれいに拭いた後、薄く油を塗

布して下さい。但し、油が付着した

ままでの使用はクロスに油が転移し

ますので、使用時には必ず拭き取っ

てご使用下さい。
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全体外観図及び各部名称 Chapter １

【本体・脚】

1. 糊箱

2. 脚

3. 紙受ブラケット

4. サイド盤（大）

5. 原反芯棒

6. テンションバー

7．上蓋

8. 操作ボックス

9．サイド盤（小）

10．カットテープ芯棒

11. ACインレット

12. 電源スイッチ

13. サービスコンセント

14. サーキットプロテクタ

15. 割込スイッチ

16. ACケーブル
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全体外観図及び各部名称 Chapter １

【スリッター】

17. ガイドローラー

18. 刃物ブロック

19. 上刃物

20. 下刃物

【操作ボックス】

21. フック

22. 駆動用歯車

23. グリッパー

24．操作ボックス

25．操作ボックスホルダー

26．ストップスイッチ

27．割込スイッチ

28．操作パネル

29．ロック解除ボタン

30．コネクタ
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操作パネルの表示 Chapter １

1. スピード表示ＬＥＤ （運転スピード／送りスピードを表示）

2. 補助表示ＬＥＤ （クロス残量／プログラム番号／リピート長さ等の補助情報を表示）

3. 枚数表示ＬＥＤ （設定枚数／糊付完了枚数を表示）

4. 状態表示インジケータ （電源異常の警告／クロスの残量警告などを表示）

5. カウント表示ＬＥＤ （カウント長さ／トータル長さを表示）

6. 設定表示ＬＥＤ （設定長さ／補正率を表示）

表示画面は動作モードにあわせて下図のように変化します。

柄リピート頭出しモードの操作画面（35ページ） 通常運転モードの操作画面（11ページ）

プログラム運転モードの操作画面（32ページ） 各種補助機能設定中の操作画面（48ページ）

総トータル表示中の操作画面（ 7ページ） トータル長さ表示中の操作画面（26ページ）

３

２

１

４

５

６
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パネルキー類説明 Chapter １

単独キー操作／操作キー

キーの表示に対応した値が

入力されます。

キー上の表記は「機能」キ

ーと組み合わせて使用しま

す。（機能キー参照）

パラメータ入力に使用しま

す。すべての表示がクリア

されて、設定長さ入力待ち

になります。

※数字は点滅表示となります。

パラメータ入力に使用しま

す。長さや枚数等、入力し

た数値を確定します。

※数字は点灯表示となります。

スイッチを押している間だ

けクロスの微小送りをしま

す。スピードは11段階に設

定できます。

（P13参照）

機械の運転を開始します。

カウンター表示を「0」に

リセットします。

糊付スピードを調整します。

スピードは L･1～9･H の11

段階にかえられます。

（MAX 15.5m/min）

「プラス１シリーズ」や「ノ

リポン」による糊の供給を

行うことができます。

（P44参照）

あらかじめ入力しておいた

クロスの柄リピート長さ情

報を利用して、裁断位置の

頭出しを行います。

（Ｐ35参照）

機械を緊急停止します。

通常の運転、割り込み運転

にかかわらず、スイッチを

押した時点で停止します。

（赤）

スイッチを押すと、再度ス

イッチを押すまでの間設定

したスピードで運転を行い

ます。

（黄） ※長さはカウントしません。

機械の電源をON/OFFしま

す。

「－」側で 電源ON

「○」側で 電源OFF

となります。

特殊キー操作／操作キー

「データクリア」

キーを押しながら電源スイッチを「ＯＮ」にすると、プログラムモードの設定値をす

べて初期化します。

「オールクリア」

キーを押しながら電源スイッチを「ＯＮ」にすると、本機のすべての設定値を初期化

し、工場出荷状態にもどります。

「総トータル表示」

通常画面でキーを長押し（5秒以上）

すると、機械出荷時からの総糊付

長さを表示します。（単位：Km）

「クリア」キーを押すと通常モードに

復帰します。 総トータル表示（Km）
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パネルキー類説明 Chapter １

複合キー操作／操作キー

［トータルキ－としての動作］

押している間、糊付した長さの合計を表示します。検尺補正、クロス残量表示といっ

た情報もあわせて表示されます。（各項目の説明ページを参照）

［機能キ－としての動作］

以下のキーと組み合わせて押すことにより、割り当てられた各種機能を使用す

ることができます。

トータル長さのカウントを クロスの残量を設定します。

＋ ０にクリアします。 ＋ （P24参照）

各種補助機能の設定モード ３種類のモードを順番に

＋ に入ります。 ＋ 切り替えます。

（P48参照） （P10参照）

検尺補正率設定モードに クロスの柄リピート長設定

＋ 入ります。 ＋ に入ります。

（P24参照） （P35参照）

糊補給長さの設定値を修正 糊自動供給のタイマー設定

＋ 出来ます。（P28参照） ＋ に入ります。

※糊補給警告機能設定時のみ （P45参照）

表示画面のLEDの明るさを変えることができます。

電源投入時はもっとも明るい状態となっています。スピードダウンキ

＋ ーを押せば表示は暗く、スピードアップキーを押せば表示は明るくな

ります。

※明るさは電源をOFFにすると初期設定（最も明るい状態）に戻ります。

送りキーで微少送り動作中にスピードアップキーあるいはスピード

ダウンキーを押せば、送り速度を変更することができます。

＋ スピードは、11段階（L、1～9、H）に変更できます。

（MAX 15.5m/min)

割込スイッチで割込運転動作中にスピードアップキーあるいはスピー

ドダウンキーを押せば、割込運転速度を変更することができます。

＋ スピードは、11段階（L、1～9、H）に変更できます。

(黄) （MAX 15.5m/min)
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Chapter 2

Chapter2 操作パネルの使い方

この章では、自動壁紙糊付機の操作パネルの基本的な使い

方について解説しています。
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モードの説明 Chapter 2

本機は、通常の糊付を行う「ノーマルモード」と、事前に設定しておいたデータに基づいて糊付を行う「プ

ログラムモード」、柄物クロスのリピート頭出しを行う「リピートモード」の３種類の糊付モードを搭載し

ています。作業の形態にあわせて、使い易いモードをご利用下さい。

＋モード を押す度に３つのモードが順番に切り替わります。電源投入時は、最後に使用していたモー

ドの状態で起動します。

ノーマルモード プログラムモード リピートモード

一般的な糊付作業を行いたい →ノーマルモード（11ページ）

・必要な長さを設定して、設定した長さだけ糊付けを行う最も一般的なモードです。

・枚数を設定すれば、設定枚数までの糊付けも可能です。

・クロス残量を50mから減算して表示する「クロス残量表示」を常時表示できるのは、このモード

だけです。

※他のモードでは、トータルキーを押したときのみ表示します。

※常時表示するには設定が必要です。（P50参照）

予め決められた長さと枚数を糊付けしたい

同じ間取りの部屋が繰り返しある →プログラムモード（32ページ）

・長さと枚数の組み合わせ（プログラム）を、99件までメモリーに蓄えておくことができます。

・記憶した長さと枚数の組み合わせの中から、必要なものを呼び出して糊付作業を行うことができ

ます。

・操作ボックスに乾電池をセットすれば、操作ボックス単体でもプログラムの入力が可能となり、

測長しながらの入力もできます。

・同じ間取りの部屋が多いマンションなどでは、一部屋分の入力をするだけで他の部屋でもプログ

ラムが利用でき、作業効率がアップします。

・このモードでのクロス残量表示はトータルキーを押した場合のみとなります。

柄物クロスの頭出しをしたい →リピートモード（35ページ）

・柄物クロスを施工する際に、次の柄の頭まで送りキーで送って作業するのが煩わしく感じること

はありませんか？

リピートモードは、予め作業するクロスの柄リピート長さを操作ボックスに入力しておけば、

頭出しキーを押すだけで、次の柄頭の手前まで自動的に送ってくれるモードです。

・設定長さとリピート長さから糊付機が自動的に計算して必要な送り長さを送ってくれるので、目

を凝らしてリピートマークを探す必要はありません。頭出しキーを押さえれば、リピートマーク

の手前で停止しますので、あとは送りキーで微調整をするだけで、簡単にカットできます。

・このモードでのクロス残量表示はトータルキーを押した場合のみとなります。
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ノーマルモードの操作手順 Chapter 2

ノーマルモードは、必要な長さと枚数を都度設定して、設定した分だけ糊付けを行う最も一般的なモードで

す。

操作手順 １．糊付け長さ・枚数の設定

例）２m５０cmを５枚糊付する場合。

①

を押します。

表示がクリアになり、設定長さ表示部に"設

定 0cm"が点滅表示します。

②

テンキーを の順に押します。

設定長さ表示部に"設定 250cm"と点滅表示さ

れます。

③

を押して下さい。

表示は点灯表示になり、設定枚数表示部に

"枚数 0枚"が点滅表示されます。

④

と押して下さい。

設定枚数表示部に"枚数 5 枚"が点灯し、設

定完了となります。

操作手順 ２．糊付作業の開始

①

を押すと運転を開始します。

2枚目以降でカウンター表示部が"0"以外の

表示になっている場合は を押して

カウンター表示を 0 にリセットしてから

を押して下さい。

②

設定長さの手前で減速を開始し、設定長さ

に達すると自動的に停止します。

停止したらクロスをカットます。

枚数表示は1枚糊付が完了しましたので"残

り 4枚"となります。

以降、上記①、②の手順を”残り 0 枚”に

なるまで繰り返します。

設定枚数の糊付が終ると、 → と

押しても糊付を行いません。

を押して再設定して下さい。

・入力数値を間違った場合は、 を押すと再設定できます。

・ストップスイッチで途中停止させた場合、 を再度押すと、停止したカウントから
継続して運転を行いますが、設定長さよりクロスが長めに出る場合があります。

・通常、枚数表示部には糊付残りの枚数を”残り＊枚”で表示しますが、設定枚数を
０枚にした場合は、糊付が完了した枚数を”枚数＊枚”で表示します。

糊付完了枚数を表示
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インジケータの表示について Chapter 2

本機は糊付作業中の機械状態をお知らせする「インジケータ」を表示パネル上部に搭載しています。

インジケータ

作業の状態をお知らせするインジケータ

【 頭 出 運 転 中 】

リピートモードによる自動頭出し動作中に点灯しま

す。

（35ページ）

【 補 正 中 】

検尺補正を設定している場合に点灯します。

（24ページ）

【 プ ロ グ ラ ム 】

プログラムモード動作中に点灯します。

（32ページ）

機械の状態をお知らせするインジケータ

【 ク ロ ス 切 れ 】

クロス切れ検知機能がONになっている場合に、ク

ロス原反が無くなれば点灯します。

（27ページ）

【 糊 補 給 】

糊補給警告機能を設定している場合に、糊箱内の糊

が少なくなるか、あらかじめ設定した糊付長さとな

ると点灯します。

（27ページ）

【 低 電 圧 】

供給される電圧が低下している場合に点灯します。

（12ページ）

【 高 電 圧 】

供給される電圧が上昇している場合に点灯します。

（12ページ）

【 電 源 】

電源スイッチ投入時に、AC100Ｖが正常に給電され

ていれば点灯します。電源スイッチを入れても点灯

しない場合は、電源状態を確認下さい。

【 バ ッ テ リ ー 】

操作ボックスのバッテリーが減ってくると点滅しま

す。点滅した場合はバッテリーを交換して下さい。

※糊付機にセットしている場合は動作しません。

（34ページ）

低電圧・高電圧の警告

電圧警告インジケータは電源電圧の状況によって

下記のように点灯します。

~70 71~85 85~110 110~135 135~

低電圧 ◎ ◎ － － －

高電圧 － － － － ◎*2

作 動 × △*1 ○ △ ×

◎‥インジケーター点灯

○‥正常に作動

△‥作動はするが好ましくない

（長時間使用すると故障の原因となります）

×‥作動しません。

（正常な電圧に接続して使用して下さい）

*1 糊の自動供給はできません。速やかに処置を行って下さい。

1) 周囲で使用している投光器やヒーター等の使用をやめる。

2) 昇圧器（別売）を利用して電圧を上げる。

3) 他の場所の電源コンセントから電源を取る。

*2 入力等の動作はできますが、糊付機・プラス１は動きません。

高電圧遮断回路について

高電圧インジケータが点灯した場合は機械保護のた

め糊付機のモーターとサービスコンセントへの電源

を自動的に遮断します。

また、電源投入時に135V以上あるときは「 P0FF
AC200V」の表示と共に警告ブザーが鳴ります。

どちらの場合も、インジケータが点灯すれば速やか

に機械の電源スイッチを切ってコンセントを抜き、

正常な電源に接続して下さい。

万一、誤ってAC200Vに接続しても壊

れないように保護回路を内蔵していま

すが、240V以上の電圧がかかると電

気回路が故障します。

現場の電圧には十分注意の上、正しい

電圧の電源に接続して下さい。
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スピード調整 Chapter 2

本機は作業の形態にあわせて糊付速度を11段階で調整する事ができます。

スピードはスピード設定キー（△▽）で増減し、設定の動作スピードがパネルに表示されます。

スピードアップ

スピードダウン

スピード表示

糊付スピード調整

糊付速度はスピード設定キーでL、1、2～8、9、H

の11段階（1.4～15.5m/min）に変更できます。

スピード調整は運転中・停止中どちらの場合でも変

更可能です。

スピードの初期値は"5"です。オールクリア操作を

するとスピードは初期値に戻ります。

・クロスの種類や糊の粘度等によって

は、糊付スピードが早すぎると糊付

不良の原因となる場合があります。

糊付きが悪い場合はスピードを少し

遅くしてご使用下さい。

・粘度の低い糊を使用する場合は、ス

ピード"5"以上でのご使用をおすすめ

します。それ以下のスピ－ドで運転

すると糊が上がらない場合がありま

す。

・粘度の高い糊を使用する場合は、ス

ピード"6"以下でのご使用をおすすめ

します。速い速度で糊付すると、糊

箱から糊があふれたり、糊の塗布量

が多くなる場合があります。

スピード表示と実際の糊付速度目安

表示 速度 表示 速度

L 1.4 m/min ６ 9.9 m/min

１ 2.8 m/min ７ 11.3 m/min

２ 4.2 m/min ８ 12.7 m/min

３ 5.6 m/min ９ 14.1 m/min

４ 7.0 m/min H 15.5 m/min

５ 8.4 m/min

送りスピード調整

＋

送り運転中にスピード設定キーを押せば、送りキー

を押した際の送り速度を L、1、2～8、9、H の11

段階（1.4～15.5m/min）に変更できます。

送りキーによる送り速度の初期値は"2"です。

オールクリア操作をするとスピードは初期値に戻り

ます。

割込スピード調整

＋

（黄）

割込運転中にスピード設定キーを押せば、割込キー

を押した際の送り速度を L、1、2～8、9、H の11

段階（1.4～15.5m/min）に変更できます。

割込運転による送り速度の初期値は"5"です。

オールクリア操作をするとスピードは初期値に戻り

ます。
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Chapter 3

Chapter3 機械の使い方

この章では、自動糊付機の設置から糊付作業まで、機械的

な部分のご使用方法について解説しています。
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作業準備 Chapter 3

脚部の準備

① 解除レバーを引いて、脚を矢印の方向に開きま

す。

※脚は自動的にロックします。

② 紙受ブラケットを開いて、蝶ナットで固定しま

す。

③ 4カ所のキャスターが全て外向きになるように

向きをそろえ、キャスターをロックします。ブ

レーキの「ON」の方を下に押してロックしま

す（二カ所）

折りたたむときは？

解除レバーを上に引くとロックが外れます。レ

バーを引き上げたまま脚を折りたたみ、45°位

折りたたんだらレバーから手を離し、そのまま

ロックするまでたたみます。

・解除レバーを操作する際は必ず片手
で行い、もう片方の手で機械または
脚を保持して下さい。機械が転倒し
たり、手を挟む恐れがあります。

・脚が確実にロックされたことを確認
してから次の作業に移って下さい。
ロックが不完全な場合には機械が転
倒する恐れがあります。

・カットテープを付けたまま脚を折り
たたむ場合、テープの取付位置によ
っては折りたたみに支障をきたす場
合があります。この場合はテープを
外側へ寄せてから脚を折りたたんで
下さい。

解 除 レ バ ー

紙受けブラケット

蝶 ナ ッ ト

②

①

本体の準備

① 脚部上面の突き出たピン（２ケ所）に本体下面

の穴が収まるように位置を合わせ、脚部の上に

本体を載せます。

② パチン錠（4ケ所）を掛けて、本体部と脚部を

固定します｡

③ ホルダー側面のロック解除ボタンを押したまま

ホルダーを起こします。

作業位置まで起こしてからボタンを離すとホル

ダーは自動的に固定されます。

操作ボックスの取り付け

① コネクタ部の保護カバーを外します。

② 操作ボックスを糊付機本体のホルダーに差し込

みます。

③ ホルダーに設けられた2本のレールと、操作ボ

ックスの溝がかみ合うように差し込み、コネク

タが嵌合するまでしっかりと押し込みます。

着脱は機械本体の電源スイッチと操作
パネルのバッテリースイッチを切った
状態で、ホルダー部分を手でしっかり
と保持しながら行って下さい。

穴

ピン

ロック解除ボタン

保護カバー

ホルダー

レール

コネクタ



17

作業準備 Chapter 3

スリッターの取り付け

① 糊付機のステーにスリッターのフックを引掛け

ます。

② 引掛けた後、スリッターを糊付機のステーを軸

にして回転させ、グリッパーが本体のピンには

まるようにセットします。

駆動連結用歯車のかみ合いが悪く、

スリッターが浮き上がっている場合は､

刃物用シャフトを少し回転させると直

ります。

※刃物用シャフトは、ガイドローラーを手

で回転させると簡単に回転できます。

・取り付けは必ず糊付機の電源を切っ
た状態で行って下さい。誤って動き
出すとケガをする恐れがあります。

・スリッターは確実に所定の位置にセ
ットして下さい。本体の位置がずれ
たり、浮き上がった状態のまま使用
すると故障の原因となります。

取り外すときは？

上刃物固定用ステーを両手でしっかりと持ち、

糊付機のステーを軸にして手前にひねるよう

に持ち上げて下さい。

グリッパーが外れた後は、スリッターを真上

に持ち上げると外れます。

フック

ステー

グリッパー

ピ ン

テンションバーの取り付け

本機はクロスの蛇行及びシワに対して十分に配慮し

ていますが、クロス原反が多種多様にありますので

必ずテンション棒を使用して下さい。

テンション棒はスプリングの内蔵側をフックに差し

込んで、少し押しつけながら反対側の溝をフックに

掛けます。

スリッターを使用する場合、スリッター下部のフッ

クにテンションバーを取り付ける事もあります。

※取付位置についてはP20を参照下さい

カットテープ芯棒の取り付け

① カットテープの紙管内にカットテープ芯を入

れ、これをサイド盤（小）で両側から挟み込み、

カットテープ芯棒に取り付けます。

② 脚部にカットテープ芯棒を取り付け、位置調整

を行います。

・サイド盤（小）は切り欠きが左右に
なるようにセットして下さい。

・使用中のカットテープ巻径が130mm
以上ある場合は、テープを取り外し
てから脚をたたんで下さい。

・巻径が170mmを超えているカットテ
ープは取り付けできません。

テンションバー

フック

テンションバー

サイド盤（小）

カットテープ芯
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作業準備 Chapter 3

クロス原反のセット

① クロス原反に原反芯棒を通し、両側からサイド

盤（大）で挟み込みます。

② 原反芯棒を紙受けブラケットにはめ込みます。

③ クロス原反は中央部にセットし、左右に振れな

いようにサイド盤を蝶ネジで固定します。

サイド盤はクロスに押しつけすぎないようにし

ます。

クロス裁断幅の調整

調節ツマミを緩め、任意の切断位置にスライドブロ

ックを移動させて、調節ツマミを固定します。

※スライドブロックの凸部が切断位置の目安です。

・Ａ部やＢ部のブラケットとの隙間に手
を挟まないように注意して下さい。

・脚のキャスターは必ず外側に向け、ブ
レーキをかけて下さい。キャスターが
内側を向いていると原反をセットした
際に機械が転倒する恐れがあります。

原反

原反芯棒

サイド盤（大）

A

B

目盛板

凸部分が切断位置

スライドブロック

調節ツマミ

スライドブロック

凸部分が切断位置

反対側から見た図

糊の補給

① 本体から糊箱を少し引き出します。

糊箱は少し上へ持ち上げてから手前に引くと引

き出せます。

② 糊箱全体に広がる様に糊を入れます。

糊の補給量は糊の濃さによって変わりますが、

通常は糊上ローラーが隠れない程度の量が上限

です。

※糊を入れすぎると、運転時に糊があふれることがあり

ます。

③ 糊箱を奥まで差し込みます。

糊箱の脚が本体側ステーのくぼみに収まってい

ることを確認して下さい。

・市販されている糊は多種類あり、

粘度に差があります。また、気温に

よっても粘度は変わりますので、入

れすぎにご注意下さい。糊を入れす

ぎた場合は、最初の3～4枚を遅い

スピードで糊付すると、糊があふれ

ずにうまく糊付出来ます。

・本機は糊を満載した状態で約50m

の糊付を行うことが可能です。

（糊粘度6000mPa・s , 120g/㎡

, スピードH）

糊箱

ステー
脚
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糊付作業 Chapter 3

事前準備が終われば、糊付け作業を開始します。

カットテープのセット

① 糊箱にテープガイドを引っ掛けます。

② カットテープを引き出し、カッターガイドの後

ろをくぐらせて、テープガイドに通します。

③ 糊箱の縁を経由して、糊切りブラケットの下か

らナラシローラーをくぐらせます。

④ ナラシローラーの上へテープを引きだし、ナラ

シローラーと押えローラーの間を通すように手

前へ引き出します。

テープガイドやナラシローラーに水や糊
が付着している場合は、乾いた布できれ
いに拭き取ってからご使用下さい。糊が
付着していると、カットテープがナラシ
ローラーに巻き込まれるおそれがありま
す。

・ナラシローラーを糊切りブラケットご

と持ち上げると、カットテープをナラ

シ ロ ー ラ ー の 下 に 通 し やす く な り ま

す。

・カットテープのテンションはサイド盤

（小）を当てる強さで調整して下さい。

付属のテープガイドは45mm/38mm

兼用タイプです。他の幅のテープガイ

ドはオプション品をお求め下さい。

38mm用 99-3015

45mm用 99-3016

50mm用 99-3017

60mm用 99-3018

ナラシローラー

テープ

カッターガイド

テープガイド

クロスのセット

① クロスをＡの経路でテンションバーをくぐらせ

て糊付機へ引き上げます。

② 糊付機の上部を開いてクロスを通します｡先端

がナラシローラーから少し出るくらいまで引き

出して、上部を閉じてパチン錠をかけます。

本機はクロスの蛇行及びシワに対して

十分に配慮していますが、クロス原反

が多種多様にありますので必ずテンシ

ョン棒を使用して下さい。

通常は１本でも十分ですが、使用状態

によっては２本目のテンション棒も併

用して下さい。

スリッターを使用する場合、スリッタ

ー下部のフックにテンションバーを取

り付けて下さい。

※取付位置についてはP20を参照下さい。

A

パチン錠
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糊付作業 Chapter 3

以降の手順は機械を運転しながら行います。下記説明をよく読み、安全に作業を行って下さい。

糊厚の調整

本体両側の糊厚調整レバーの調整で、糊付ローラー

とドクターローラーの間隔が変化し、糊厚を変える

ことが出来ます。

糊厚調整レバーはクロスに最適な塗布量になる位置

で設定します。

多くなる

少なくなる

・糊を入れ、上部フレームを開けた状態

で運転すると、糊厚調整がしやすくな

ります。

・工場出荷時は目盛２でおよそ140g/

㎡(糊粘度6000mPa・s)の塗布量と

なるように調整されていますが、この

量は条件によって変化します。一応の

目安として下さい。

レバーを無理に回すと、機械の故障の原
因となります。必ず目盛の範囲内で調整
を行って下さい。また、レバーは左右同
じ塗布量になる位置に設定して下さい。

クロスのセット（スリッターを使用する場合）

① クロスの種類や状態にあわせて、テンションバ

ーの位置を決定し、クロスを掛けます。

テンション テンションバー クロス

強弱 取付位置 経路

弱 Ａ＋Ｃ ４

Ｃ ３

Ａ １

Ａ＋Ｄ ５

Ｃ＋Ｄ ９

Ｂ ２

Ａ＋Ｄ ６

Ｂ＋Ｄ ８

強 Ｂ＋Ｃ ７

ク ロ ス 原 反

A

B

C

D

9

2

4

1

3 7
8
6
5
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② 糊付機の上部フレームを開き､割込スイッチを

押して刃物を回転させます。

（スピードを低めに設定しておくと作業しやす

くなります。）

③ クロスを挿入口から差し込み、先端が出口側か

ら顔を出したら手で上へ引き出して下さい。

④ 割込スイッチを押して機械の回転を止め、引き

出したクロスを糊付機にセットします。

・クロスを差し込む際は、クロス中央部
に手を添えて差し込むようにして下さ
い。刃先にはカバーを設けております
が、安全のために絶対に手を近づけな
いで下さい。

・壁紙の種類によっては、強いテンショ
ンをかけるとクロスが上がらなかった
り、クロスを傷める場合がありますの
で、予め試験使用してテンション位置
及びクロス経路を確認された後、使用
して下さい。

糊付を開始します。機械の運転に関しては操作パネ

ルの使い方（10ページ）を参照下さい。

糊付作業

① 操作パネルのキーを押して、クロスに糊が付い

ている部分をカッターガイド（カット位置）

より少し長めに出るように送ります。

② カッターガイドに沿わせてカッターナイフを走

らせ、クロスをカットします。

③ 操作パネルでクロス長さの設定を行い、糊付

作業を開始します。

※操作パネルの使用方法は10ページを参照下さい。

④ 糊付けされて出てくるクロスは折りたたみなが

ら重ねてゆきます。

⑤ 糊付け終了後、カッターガイドに沿わせてカッ

ターナイフを走らせ、クロスをカットします。

カッターガイド
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Chapter 4

Chapter4 便利な機能

この章では、クロス切れ検知機能や柄リピート頭出し

機能など、作業をサポートする便利な機能について解

説しています。
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検尺補正機能

クロスの種類によっては、設定長より長く出たり、

短く出たりする場合があります。本機は±2.0%以

内の0.2%単位で検尺誤差を補正できます。

補正率の決め方

250cmの設定に対し、糊付実寸が254cmの場合、

検尺誤差は

補正率を-1.6%に設定すれば、ほぼ250cmに合わせ

ることができます。

補正率の設定方法

① ＋ を押すと補正率入力モードに入り、パ

ネルに"補正"の文字が点灯して現在の補正率が

点滅し、入力を促します。（工場出荷時は"0.0"）

② 、 キーを押して補正率を設定します。補

正率は-2.0%～2.0%まで、0.2%単位で設定でき

ます。

③ を押すと表示が点灯に変わり、値が確定し

ます。設定値を間違ったときは、この時点で

を押すと表示が点滅に変わり、再入力が出

来ます。

④ 表示が点灯時に再度 を押すと補正率入力

モードを終了し、通常画面に復帰します。この

とき、補正インジケータが点灯し、補正中であ

ることを知らせます。

・送り時は補正機能が働きません。
・クロスの種類が変わった場合は、補正

率の再設定またはリセットを行って下
さい。そのまま使用すると、検尺に誤
差が生じる場合があります。

補正中に キーを押すと、トータル

長さと共に設定長さ表示部に補正率が

表示されます。

クロス残量表示機能

糊付作業中のクロスがあとどれくらい残っているか

を表示することができます。

使い方

① ＋ を押して設定モードに入ります。補助

表示部に”残り 50.0ｍ”と点滅表示されます。

※数値は状態によって異なります。

② クロスが50ｍ原反の場合は を押せば、

表示が”50.0ｍ”にクリアされます。

任意の長さの場合は数字キーで任意の長さに設

定して下さい。

キーを押すと表示が点灯表示に変わり、

値が確定します。（0~99.9mまで設定可能）

③ キーを再度押して、設定モードから復帰し

ます。以降糊付けした長さ分を自動的に減算し

てゆきます。

④ クロス残量を確認する場合は、 キーを押し

ます。補助表示部にクロス残量がメートル単位

で表示されます。

クロス残量を常に表示しておくには？

ノーマルモード使用時に限り、クロス残量を常時画

面に表示させることが可能です。

50ページの手順に従って、「残量表示」を「CLoS」

に設定すれば、補助表示部に、クロス残量が常時表

示されるようになります。

※初期設定値は「OFF」です。オールクリアを行うと初期値に再

設定されます

クロス残量が0mになると、それ以降は

減算しません。数字には若干の誤差があ

りますので、目安程度にお願いします。

補正インジケータ
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長さＸ枚数の計算表示機能

本機は入力した長さと枚数の計算値を表示する事が出来る、長さＸ枚数の計算値表示機能を搭載しています。

これから糊付けしようとする長さと枚数で、どれだけのクロスが必要かを知ることが出来ます。

クロス残量表示機能と合わせて使用することで、糊付けしようとする長さ・枚数に、現在セットしているク

ロスで足りるのかどうか等の判断をすることが出来ます。

この機能を使用する時は51ページの長さＸ枚数計算値表示機能の設定方法の手順に従って、表示を

「on」に設定して下さい。

ノーマルモードで入力する場合

例：250cmを5枚糊付けする場合

① 通常通り を押し、 を押し

ます。次に枚数の を押すと、下図のよう

に枚数5枚が点滅した表示となります。

② 次に を押すと、カウント表示部に250cmＸ

5枚の計算値の12.5mが2秒間表示されます。

③ 2秒後には点滅表示は消え、右図のような表示

となります。ここで を押すと、通常糊付け

を行うことが出来ます。

※長さを0cmにセットした時や、枚数を0枚にセッ

トした時は、長さＸ枚数の計算値の点滅表示は行

いません。

プログラムモードで入力する場合

例：32ページ以降のプログラムモードの操作手順で、

プログラムNO.1から順に入力した場合

① プログラムモードNO.1で長さ100cmを入力し、

枚数の を押します。

② ここで を押すと、表示部右上に先程入力

した長さ100cmＸ枚数2枚の計算値である2.0m

が2秒間点滅表示されます。

2秒間点滅表示後、プログラムNO.2の入力画面

となります。

③ 同じ要領でプログラムNO.2～5のデータを入力

します。

④ データ入力が終わり、プログラムNO.6の画面

で長さ0cmが点滅中に を押します。入力さ

れているプログラムNO.の長さＸ枚数全ての計

算値の合計m数をＡＬ**mというように、5秒

間だけ点滅表示します。

計算値は小数点以下は切り下げて表示

します。あくまでも入力した長さと枚

数の目安としてご使用下さい。
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長さＸ枚数の計算値表示機能

リピートモードで入力する場合

例：36ページの操作手順2に従って、リピート長さを入

力した場合

① 36ページの操作手順2に従って、リピート長さ

を入力します。

② を押し、 を押します。

次に枚数の を押すと、枚数5枚が点滅し

た表示となります。

③ 次に を押すとカウント表示部に計算され

た計算値である12.9mが2秒間点滅表示されま

す。

※リピートモードでの「長さＸ枚数表示」の計

算は下記の式（1）によって行います。

④ 2秒後には点滅が消えます。ここで を押

すと、通常の糊付けを行うことが出来ます。

※リピート長さを0.0cmにセットした時や、長さに

0cm、枚数に0枚をセットした時は長さＸ枚数の

計算値の点滅表示を行いません。

式（1） リピートモード時の長さＸ枚数表示の計算式

トータル長さの表示切替え機能

リピート長さ

設定長さ

少数点以下切上

× リピート長さ × 枚数 ÷ 10
小数点以下切上

÷ 10 ＝ ”長さ× 枚数”表示

本機はトータル長さの表示として、スタートと送り

キーで運転した全ての長さの表示と、クロス切れセ

ンサーによりクロス有の場合に運転した長さのみの

表示の切替え表示機能を搭載しています。

51ページのトータル機能表示切替えの手順に従っ

て切り替えれば、 を押した際に、次のように表

示されます。

① 「ALL」の場合は全てのトータルを表示します。

② 「CLoS」の場合は、クロス有で運転した時の

長さトータルを表示します。

・クロス切れ検知機能がoFFの場合はCL

oS有のトータルはカウントしません。

・あくまでもクロスに糊付けした長さの

目安として参考にして下さい。
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クロス切れ検知機能(末端検知クロスセンサー）

糊付作業中にクロスが無くなった場合、自動的に運

転を停止させることが出来ます。

使い方

本機能を使用すると、クロスが切れた時点で機械が

一時停止します。

停止位置でカットすると、表示されている長さのク

ロスを得ることができます。また、停止後のカット

位置から末端まではおよそ35cm残っていますので、

ほかに使えそうな場所があればそこに利用すること

も可能です。

うまく動作しないときには？

表面が黒色系のクロス、表面層の起伏が激しいエン

ボス系のクロス等の一部のクロスにおいてセンサー

がうまく働かない場合があります。

※クロスセット時にインジケーターが消灯しませ

ん。

このような場合は、48ページの手順に従って、「ク

ロス切れ検知機能」を「OFF」にしてご使用下さい。

大きく波打ったクロスやしわになったクロスなどの

場合に、センサーが誤動作して停止することがあり

ます。

このような場合は、テンションバーを併用し、クロ

スに与えるテンションを強くして下さい。それでも

解決しない場合は「クロス切れ検知機能」を「OFF」
にして作業を行って下さい。

・クロスセット時には、必ずクロス切れ

インジケーターの消灯を確認して下さ

い。

・クロスが無くなった場合には、クロス

切れインジケーターが点灯して機械が

停止します。停止後は キーを押

しても 運転しませんので、クロスの

排出には キーを押して下さい。

機能が働いて停止した場合、 キー

を押しても運転しませんが、一度他の数

字キーを押してから キーを押すと、

停止した位置から運転を再開できます。

但し、クロスは若干長めに出る場合があ

ります。

糊補給警告機能

糊箱の糊が減ってくるとインジケータの点灯とブザ

ーで警告を発することができます。

使い方

本機は2種類の糊補給警告機能を備えています。

工場出荷時には「oFF」に設定されていますので、

49ページの手順に従い、機能を「off」⇔「SoFT」

⇔「HArd」を切り替えてご使用下さい。

糊補給警告機能 ソフト

あらかじめ設定しておいた糊付長さの糊付作業を行

うと、糊補給インジケータが点灯すると共に、ブザ

ーが「ピッ・ピッ・ピッ」と鳴って、糊補給時期が

近いことをお知らせします。

・インジケータが点灯している場合は操作

パネルのキーを押す度に「ピッ・ピッ・

ピッ」と鳴りますが、故障ではありませ

ん。

・インジケータは糊補給時期の目安です。

・お使いの糊付機では設定を「HArd」に

設定しないで下さい。

クロス切れインジケータ
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糊補給長さ（初期値）の設定

あらかじめ設定しておいた糊付長さの糊付作業を行

うと、糊補給インジケータが点灯すると共に、ブザ

ーでお知らせする機能です。

糊補給長さ（初期値）の設定方法

① 49ページの操作手順に従って、糊補給警告を

「SoFT」に設定します。

② 49ページの操作手順に従って、 、

キーを押し糊補給長さの設定画面に進みます。

設定画面で数字キーで任意の長さに設定して下

さい。（0～9999cmまで設定可能）

キーを押すと設定値（初期値）が確定し、

通常画面へ戻ります。

③ 設定値（初期値）を修正する場合は再度、操作

手順②に従い、設定値を入力し直します。

設定値（初期値）の入力画面で キーを押

すと工場出荷時の値（1000cm）に戻ります。

・糊補給長さは糊補給警告を「SoFT」に

セットした時のみ設定することが出来

ます。

49ページを参考に糊補給警告機能を

「SoFT」に設定して下さい。

糊補給長さの設定値リセット方法

ソフト式糊補給警告機能を使用し、あらかじめ設定

しておいた糊付長さ（糊補給長さ）の糊付作業を行

うと、糊補給インジケータが点灯すると共に、ブザ

ーでお知らせします。再度糊付け作業を行う場合は

糊補給長さをリセットする必要があります。

① ＋ を押して設定モードに入ります。

補助表示部に”残り 0.0 ｍ”と点滅表示されま

す。※数値は状態によって異なります。

② キーを押せば、表示が”15.0 ｍ”と前項

で設定した糊補給長さ（初期値）にリセット

されます。

初期値から任意の長さの変更する場合は、数字

キーで任意の長さに設定して下さい。

キーを押すと設定値（初期値）が確定し、

通常画面へ戻ります。

③ 再度、糊補給長さの糊付作業が終了し、引き続

き糊付け作業を行う場合は上記の①、②を繰り

返して下さい。

・ブザーが鳴った時は速やかに糊を補給

して下さい。
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ソフト式 糊補給警告機能の流れ

ノーマルモードで糊補給警告機能をお使いになられる際の一連の流れです。

例） 15.0m糊付けを行った時点で警報を鳴らす場合

① 糊補給警告機能を49ページの操作手順に従っ

て「SoFT」に設定します。

② 、 キーで糊補給長さの設定画面に

し49ページの操作手順に従って「1500cm」と

設定します。

③ キーを押し、通常画面に戻り、糊付け作

業を行って下さい。

④ 糊付作業の途中で、糊補給長さの残量を確認し

たい場合は、 キーを長押し（約3秒）す

ると「クロス残量値」と「糊補給長さ」の現在

値を確認することが出来ます。

⑤ 設定した糊補給長さの糊付作業を行うと、糊補

給インジケータが点灯すると共に、ブザーでお

知らせします。

⑥ 補給後、続けて糊付作業を行う場合は

＋ を押して キーを押し、初

期値に戻すか、任意の値を入力します。

⑦ キーを押すと通常画面に戻り、糊補給イ

ンジケータが消灯しますので引き続き糊付作業

を行って下さい。

・ブザーが鳴った時は速やかに糊を補給

して下さい。

残量表示設定を「CLoS」に設定して

おくとノーマルモード中の補助画面に

クロス残量が常時表示されるので更に

お使い易くなります。

糊補給インジケータ
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フィットローラー

一部のクロスで生じるクロス両端の糊付不良を抑え

る機構です。

フィットローラーの役割

クロスの中には糊を塗布すると急速に幅方向に伸び

るものがあります。このようなクロスを機械にセッ

トしたまま放置していると、伸びきったクロスが弛

みとなり、糊付ローラーの上を浮いたまま通過する

ことによって、糊付不良を引き起こす場合がありま

す。

この弛んだ部分を糊付ローラーに圧接し、糊付を均

一に行う役目をするのがフィットローラーです。

■使用前の準備

アウターローラーを糊付するクロスの幅にあわ

せて調整します。位置を決めたらＯリングで挟

み込み、位置を固定します。

■使用時

クロスの上からフィットローラーをＡの溝に落

とし込んで下さい。

フィットローラーがクロスをしっかりと押さ

え、クロスの浮き上がりを抑えます。

■運搬・上部開閉時

フィットローラーをＢの位置に移動して固定し

ます。

■不使用時

フィットローラーをＣの部分から抜き取りま

す。

フィットローラーを使用状態にしたまま

クロスが無くなると、フィットローラが

糊付ローラーと接触し、糊が転写します。

末端検知機能をOFFにしている場合には

ご注意下さい。

Ｃ（取り外す時）

Ｂ（使用しない時）

A（ 使 用 す る 時 ）

アウターローラー

O リ ン グ

ク ロ ス

フィットローラー

チルトホルダー

操作ボックスを固定するホルダーは、正面を中心と

して左20°あるいは右20°の2方向に首振りするこ

とができ、正面・左20°・右20°のいずれかで固

定できます。

使い方

操作ボックスをホルダーに取り付けます。

両手でホルダーと操作ボックスをしっかりと保持し

て、ゆっくりと左あるいは右に回転させます。

所定の位置（左20°または右20°）で「カチッ」

と音がして、ホルダーが固定されます。

糊抜き蓋

糊箱の糊抜き蓋を外せば、残った糊を糊バケツに戻

すことが出来ます。

使い方

■取り外し

糊抜き蓋をひねると糊箱から外せます。

■取り付け

糊抜き蓋の突起と糊箱の切り込みの位置をあわ

せて裏面から差し込み、ひねると固定できます。

左右に首を振った状態のまま、ホルダー

を収納する（寝かせる）ことは出来ませ

ん。収納する場合はあらかじめホルダー

を正面位置に戻して下さい。

糊 箱

糊 抜 蓋
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ワイパーゴム

ワイパーゴムを使用すれば、清掃時の糊付ローラー

の糊落としが簡単に出来ます。

使い方

糊箱を若干引き出し、ワイパーゴムを糊付ロー

ラーに当てながら空運転を行うことで、糊付ロ

ーラーの清掃が出来ます。

ステー・芯棒収納

スリッター本体フレームには糊付機付属品の原反芯

棒・テンションバーを収納することができます。

持ち運びに際して、収納した原反芯棒や

テンションバーを持たないで下さい。

原反芯棒やテンションバーが曲がった

り、外れてスリッター本体が落下し破損

やケガの恐れがあります。

糊箱

糊付ローラー

ワ イ パ ー ゴ ム

テ ン ショ ンバ ー

原 反 芯 棒

フレキシブル取手

取手の位置を広げることが可能です。

使い方

片側の取手につき計4ヶ所のボルトを緩め、取

手カバー取り外します。

50mm移動させ、取手を固定して下さい。

50mm 50mm

50mm広げた場合、上蓋をかぶせるこ

とができなくなります。

あらかじめご了承下さい。

取手カバー
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プログラム運転機能 Chapter 4

予め長さと枚数の組み合わせ（プログラム）を99件まで入力してメモリーに蓄え、必要なメモリーデータ

を呼び出して糊付作業ができます。

操作手順１ モードの切り替え

電源投入直後は、最後に使用したモードに設定され

ていますので ＋ を押してプログラムモード

に切り換えます。

プログラムモード動作中は、補助表示部にプログラ

ムNo.が表示され、プログラムインジケータが点灯

します。

操作手順２ プログラムの入力

例として、下表のようなデータ設定をする場合につ

いて説明します。

No. 1 2 3 4 5

長さ 100 250 200 170 300

枚数 2 1 3 5 4

①

プログラムモードの画面で を押すと、データ入

力画面になり、設定長さ表示部が点滅して設定長さ

の入力を促します。

②

長さを入力します。 と押すと表示部が

“設定 100cm”の点滅表示になり、 を押すと

表示が点灯に変わり確定します。同時に枚数表示部

が点滅し、入力待ちになります。

③

枚数を入力します。 と押すと表示が“設定 2
枚”の点滅表示が点灯表示に変わり、データが確定

します。確定後、プログラムNo.表示は“2”に変わ

り、プログラム No.2の設定長さ入力待ちになりま

す。

④ 1～３の手順を繰り返し、No.5まで入力します。

入力が終われば、No.6の設定長さ入力待ち状態の時

に キーを押して通常画面に戻ります｡

プログラムの訂正

■入力途中での訂正

枚数入力の途中で長さ間違いに気づいた場合、

キーを押すと、長さ入力ができる状態に戻ることが

できます。

■既に入力したプログラムの修正

①

プログラムモード通常画面で 、 キーを押し

て、修正したいNo.のプログラムを画面に表示させ

ます。

②

を押すと、表示しているプログラムの設定長さ

部分が点滅し、長さ修正が出来る状態になります。

プログラムインジケータ

プログラムNO.
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プログラムの訂正

■既に入力したプログラムの修正 ～続き～

③

修正後の長さを入力します。そのままの長さで良け

れば を押すと設定枚数が点滅し、枚数入力で

きる状態になりますので、枚数の修正値を入力して

下さい。

④

修正値の入力が終われば を押して下さい。修

正値を確定して通常画面に戻ります。

・ ・ キーは押し続けると高速

送りとなります。

・設定長さを“ 0cm ”に設定した

場合、通常画面へ戻ります。

・プログラムモードでは糊付枚数を

“0枚”に設定することはできません。

・プログラム運転機能とリピート頭出し

機能の同時使用はできません。

プログラム入力のポイント

「クリア」キーでプログラム入力画面

「セット」キーで設定値を確定

「リセット」キーでプログラム入力画面終了

「1」・「7」キーでプログラムNO.の増減

操作手順４ 糊付作業

入力したプログラムを呼び出しながら糊付作業を行

います。プログラム呼び出し以外の手順は、ノーマ

ルモードの場合と同じです。

①

・ を押して、これから糊付を行うプログラ

ム No.を表示させます。表示させた時点で、機械は

糊付待機状態となっています。

②

を押すと糊付を開始します。設定値に到達

すると機械は停止し、設定枚数表示が１枚減って

“残り 1枚”となります

③

・ と押すと2枚目の糊付を開始します。

この手順を繰り返し、設定枚数まで糊付を行うとブ

ザーが鳴って停止します。

④

を押すと表示は次のNo.に切り替わります。

以降、同様の手順で糊付を行って下さい。最後の

No.の糊付が終了すると、 を押してもブザーが

鳴るだけで運転しません。
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操作ボックス単体による入力 Chapter 4

バッテリーを併用すれば、機械本体から操作ボックスを取り外したままでもプログラムの入力・修正ができ

ます。現場の寸法を測定しながらプログラムが入力できるため、メモ代わりにも使用できます。

操作手順１ バッテリーの装着

操作ボックス裏面には、バッテリーを搭載する「電

池ボックス」が設けられています。

バッテリースイッチが「OFF」になっていることを

確認し、バッテリー（乾電池）４本をセットして下

さい。

■バッテリースイッチ

バッテリー動作の「ON」「OFF」を切り替えます。

操作ボックス単独でプログラム入力を行う場合の

み「ON」にし、機械にセットするときは「OFF」

にして下さい。

■使用可能バッテリー

下記の乾電池・充電池が使用できます。

推奨バッテリー

単３型アルカリ乾電池 1.5V

利用可能バッテリー

単３型ニッケル水素電池 1.2V

（充電式）

・液漏れや発熱、破裂の原因となりま

すので、下記の事項は絶対に行わな

いで下さい。

・電池の極性(＋、－)を間違えて入れる。

・種類の異なる電池を混ぜて使用する。

・新旧の電池を混ぜて使用する。

・長時間使用しない場合は、電池を抜

き取って保管して下さい。液漏れに

より操作ボックスを損傷する場合が

あります。

操作手順２ プログラムの入力

バッテリーを使用した、操作ボックス単体での操作

時には、操作モードは「プログラムモード」のみと

なります。

※電源投入後、自動的にプログラムモードで立ち上がります。

① バッテリースイッチを「ON」にします。

電源が入り、表示が点灯します。

② プログラム運転機能（32ページ）の操作手順

に従って、プログラムを入力します。

③ プログラム入力が終われば、バッテリースイッ

チを「OFF」にして電源を切ります。

操作手順３ 糊付作業の開始

操作ボックスを糊付機本体のホルダーにセットし、

プログラム運転機能（32ページ）の手順に従って

作業します。

・糊付機本体にセットするときは、必ず

バッテリースイッチを「OFF」にして

接続下さい。

・プログラムは、操作ボックス内蔵のバ

ッテリーによって保護されていますの

で、電池が切れても記憶していますが、

長時間使用しなかった場合にはプログ

ラムが消える場合があります。

・バッテリーの持続時間は、アルカリ乾

電池使用時でおよそ1時間です。（条件

によって異なります）

・プログラムを消去するときは、糊付機

本体にセットした状態で「オールクリ

ア」を行って下さい。（7ページ）

・バッテリーが消耗してくるとバッテリ

ーインジケータが”点灯→点滅→早い

点滅”にかわってお知らせします。

バッテリーインジケータ

プログラムモードインジケータ
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柄リピート頭出し機能 Chapter 4

柄物クロスのリピート長さを計算して、送りキーでクロスを送らなくても次の柄頭まで自動的に送りを行い

ます。

柄リピート頭出し機能とは？

柄リピート頭出し機能は、これまで作業者がクロスに記入されたリピートマークに目を凝らしながら送り

キーで送っていた作業を、「頭出しキー」を押すだけで行うことが出来る機能です。

リピート長さが62cmのクロスを253cm糊付する場

合を考えてみます。

本来、原反の先端が柄のどの部分に位置している

かはわからないので、普通に253cmを糊付けして、

その後クロスのリピートマークの位置まで送り

キーで送ってからカットします。（図のＡの位置）

これでクロスの天井部分が柄頭になります。

次に2枚目を糊付けするわけですが、リピートが

あるので、柄頭をそろえる必要があります。

従来の場合、1枚目と同じように253cmを普通に

糊付し、その後送りキーでリピートマークの位置

まで送ってカットしていました。

（図のＢの位置）

この、「送りキーで送る長さ」は、リピート長さ

と設定長さから決まる一意の長さです。そこで予

め入力しておいたリピート長さから、送りに必要

な長さを自動的に計算し、頭出しキーを押すこと

によって、この長さだけ自動的に送りを行うのが

「柄リピート頭出し機能」です。

頭出し長さの計算は、下記の式(2)によって行いま

す。（例の場合は54cmになります。）

設定マイナス長さとは？

本機はクロスの検尺精度に対して十分配慮していますが、クロスの種類や条件によっては、若干の誤差を

生じる場合があります。

柄リピート頭出し機能の使用中、検尺精度のばらつきによってクロスが長く出過ぎた場合、頭出し運転時

にリピートマークを通り越してしまう恐れがあります。このようなことが無いように、理論上求められる

頭出し長さからある一定長さを差し引いた長さを頭出し長さとして計算し表示しています。こうすること

によって、常にリピートマークの直前で停止するようになるため、微調整して位置合わせしやすくなりま

す。

式(2) 頭出し長さの計算式

リピート長さ

設定長さ

小数点以下切上
× リピート長さ －設定長さ －設定マイナス長さ ＝頭出し長さ

工場出荷時には、設定マイナス長さは「3cm」に

設定されています（理論上の位置より常に3cm手

前で停止する仕様になっています）が、この値は

作業者が変更することが可能です。

※変更手順は50ページを参照下さい

・設定マイナス長さは０cm～99cmまで

設定可能ですが、通常は2cm～5cmの

範囲内で設定下さい。

・設定マイナス長さが短すぎると、頭出

し運転時にリピートマークを通り越す

場合があります。



36

柄リピート頭出し機能 Chapter 4

操作手順１ モードの切り替え

リピート頭出しは３種類あるモードの一つとして搭

載されています。電源投入直後は最後に使用したモ

ードに設定されていますので、 ＋ を押して

リピートモードに切り替えます。

リピートモード中は、補助表示部にリピート長さが

表示されます。

・リピート頭出し機能とプログラム運転機

能の同時使用はできません。

・リピートモードで動作している場合は、

クロス残量表示を「on」にしていても

残量は表示されません。クロス残量はト

ータルキーを押して確認して下さい。

操作手順２ リピート長さの入力

リピート長さを入力します。リピート長さ（縦リピ

ート）は、クロス見本帳やクロスのラベル部分に記

載されています。

縦リピートの表示

①

＋ を押すとリピート長さ入力モードに入り

ます。補助表示部が点滅し、入力を促します。

②

リピート長さを入力します。

数字キーと小数点キーを使って入力します。

0～99.9cmまでは0.1cm刻み、100cm～999cmまで

は1cm刻みで入力できます。

③

を押すと数値が確定し、入力モードを終了

します。

リピート長さ表示
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操作手順３ 糊付作業の開始（正巻原反の場合）

通常の正巻き原反（クロスの天が奥）の場合は、次のような手順で作業となります。

※長さ、枚数の入力等はノーマルモードと同じです。11ページを参照下さい。

① 長さと枚数の入力を行い、1枚目の糊付を行い

ます。

設定値で停止したら、 でリピートマークの

位置までクロスを送ってカットします。

② を押します。

補助表示部は計算された頭出し長さに変わり頭

出し運転がスタートします。

表示は減算されてゆき、頭出しが完了すれば表

示は"残り 0cm"になって停止します。

③ 2枚目の糊付を行います。

、 と押して2枚目の糊付を行います。

事前に頭出しを行っていますので、設定値に到

達して停止したときには、リピートマークは目

前にあります。

送りキーで微調整してカットします。

④ 以降②、③の手順を繰り返します。

正巻原反での作業のポイント

・１枚目は必ずリピートマークでカットす

る。

・作業は次のパターンの繰り返し。

頭出し

↓

糊 付

↓

微調整

↓

裁 断

↓

長さ再設定

続けて違う長さを糊付する場合は、クロ

スをカットした後、頭出しを行う前に長

さを再設定して下さい。

頭出 し長 さは設定値から計算しますの

で、頭出しを行った後で長さを変更した

場合には頭出し位置が大きく狂ってしま

います。

1 枚 目

2 枚 目

3 枚 目
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操作手順４ 糊付作業の開始（逆巻原反の場合）

通常とは巻きが逆の原反（クロスの天が手前）の場合は、次のような手順となります。

※長さ、枚数の入力等はノーマルモードと同じです。11ページを参照下さい。

① 長さと枚数の入力を行います。

続いて、 でリピートマークの位置までクロ

スを送ってカットします。

② 1枚目の糊付を行います。

設定値で停止したら、クロスをカットします。

（次の柄頭までの長さを残す場合は、ここでカ

ットしなくてもかまいません。）

③ を押します。

補助表示部は計算された頭出し長さに変わり頭

出し運転がスタートします。

表示は減算され、頭出しが完了すれば表示は

"残り 0cm"になって停止します

停止したときには、リピートマークは目前にあ

りますので、送りキーで微調整してカットしま

す。

④ 以降、②、③の手順を繰り返します。

逆巻原反での作業のポイント

・１枚目は必ずリピートマークからスタート

する。

・作業は次のパターンの繰り返し。

糊 付

↓

(裁断)

↓

頭出し

↓

微調整

↓

裁 断

↓

長さ再設定

天

続けて違う長さを糊付する場合は、頭出

しを行った後、糊付を行う前に長さを再

設定して下さい。

頭出 し長さは設定値から計算しますの

で、頭出しを行った後で長さを変更した

場合には頭出し位置が大きく狂ってしま

います。

1 枚 目

2 枚 目

3 枚 目



39

カウンタースリーポジショニング Chapter 4

操作ボックスを「レフトポジション」「センターポ

ジション」「ライトポジション」の3つの位置に変

更することが出来ます。

センターポジション

レフトポジション

ライトポジション

※位置変更は備え付けケーブルを流用し行うことも

出来ますが、専用ケーブル（別売）もご用意して

おります。

備え付けケーブルをそのまま使用する場合

変更手順１ カバーの取り外し

① 本体の電源スイッチを切り、操作ボックスをホ

ルダーから取り外します。

② 正面（ホルダーが付いている側）の取手カバー

の取付ネジを緩め、取手カバーを取り外します。

(二カ所)

外す

取手カバー

③ ホルダー裏側のネジを緩め、左右にスライドさ

せることが出来る状態にします。

④ 上部ステーの左側から、ダクトカバーを取り外

します。ダクトカバーははめ込み式になってい

ますので、ステーの端からこじるように引き上

げると外れます。

⑤ 左側のカバーを取り外した後、ホルダーをスラ

イドさせ残りのダクトカバーを取り外して下さ

い。

ダクトカバー

ダクトカバーを取り外す際には、ダク

トカバー・ケーブルアクセスカバーの

破損に注意し行って下さい。

ケーブルアクセスカバー
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変更手順２ カバーの組み付け

① 上部ステーにダクトカバーを取り付けます。ダ

クトカバーはホルダーより左側になる方を先に

取り付け、右側を後から取り付けます。

② 左側のカバーを取り付けた後、ホルダーをスラ

イドさせ残りのダクトカバーを取り付けて下さ

い。

⑥ 取手カバーを取り付けます。

⑦ センター・レフトポジションの場合、余分なコ

ードは同梱のマジックテープで糊付けの邪魔に

にならない程度に取りまとめ下さい。

ダクトカバー

マジックテープ

ダクトカバー取付のポイント

ダクトカバーは4種類あり、操作ボック

スの位置にあわせて取り付ける順番が変

わります。

A： 長さ135mmのもの

B： 長さ485ｍｍのもの

C： 長さ150mmで切欠のあるもの

D： 長さ350mmで切欠のあるもの

■レフトポジション

取り付ける順番

A → D → C → B

取り付ける位置

A D →○← C B

■センターポジション

取り付ける順番

B → A → D → C

取り付ける位置

B A →○← D C

■ライトポジション

取り付ける順番

B → A → D → C

取り付ける位置

B A D →○← C
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専用ケーブル（別売）を使用する場合

変更手順１ ケーブルの準備

機械出荷時は、「ライトポジション」用ケーブルが

取り付けてあります。「センターポジション」「レ

フトポジション」に変更する場合、長さに注意して

専用ケーブル（別売）を準備下さい。

■ライトポジション用ケーブル（標準付属）

長さ 1250 mm（出荷時設定）

■センターポジション用ケーブル

長さ 1040 mm（別売／図番：ED90604）

■レフトポジション用ケーブル

長さ 765 mm（別売／図番：ED90605）

変更手順２ カバーの取り外し

① 本体の電源スイッチを切り、操作ボックスをホ

ルダーから取り外します。

② 正面（ホルダーが付いている側）の取手カバー

の取付ネジを緩め、取手カバーを取り外します。

(二カ所)

③ 正面左側の「ケーブルアクセスカバー」のネジ

を緩め、カバーを取り外します。

外す

抜く

取手カバー

ケーブルアクセスカバー

1040 mm

Center

7 65 mm

Left

④ ホルダー裏面のネジ（2本）を緩め、ホルダー

正面のカバーを取り外します。

⑤ コードクランプを外し、コネクタを抜きます。

⑥ ホルダー裏側のネジを緩め、左右にスライドさ

せることが出来る状態にします。

⑦ 上部ステーの左側から、ダクトカバーを取り外

します。ダクトカバーははめ込み式になってい

ますので、ステーの端からこじるように引き上

げると外れます。

⑧ 左側のカバーを取り外した後、ホルダーをスラ

イドさせ残りのダクトカバーを取り外して下さ

い。

コネクタ

コードクランプ

ダクトカバー

ダクトカバーを取り外す際には、ダク

トカバー・ケーブルアクセスカバーの

破損に注意し行って下さい。
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カウンタースリーポジショニング Chapter 4

変更手順３ 既存ケーブルの取り外し

① ホルダーとケーブルを一緒に、本体右側へスラ

イドさせます。

② ケーブル左側のコネクタを、上部ステー中央よ

りやや左側にある穴に落とし込みます。（ステ

ーから出っ張らないようにします）

③ ケーブルはそのままで、ホルダー部のみを本体

左側へスライドさせます。（コネクタをホルダ

ーにくぐらせるようにスライドさせます。）

④ ケーブルを引き抜きます。

・コネクタをしっかりと穴に落とし込む

ようにして下さい。ステーから出っ張

っていると、ホルダーをくぐらせる際

に引っかかります。

コネクタ

出っ張らないように注意

ホルダー

変更手順４ ケーブルの取り付け

① ホルダーを本体左側へ寄せておきます。

② 左側コネクタを上部ステー穴に落とし込むよう

にして、ケーブルを上部ステーの溝に入れてゆ

きます。ケーブルに方向性はありませんが、ジ

ャバラは右側になるようにして使います。

③ 左側コネクタ部をくぐらせるように、ホルダー

を右側へスライドさせます。

④ 左側コネクタを穴から取り出し、ケーブル全体

を本体左方向へ寄せてゆきます。

⑤ 左側コネクタが無理なく差し込める位置までケ

ーブルを移動させた後、ホルダー裏面のネジを

締めて、利用する位置に固定します。

ホルダー
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カウンタースリーポジショニング Chapter 4

変更手順５ カバーの組み付け

① 左側コネクタを白線の入った側を下向きにして

差し込みます。

② 上部ステーにダクトカバーを取り付けます。ダ

クトカバーはホルダーより左側になる方を先に

取り付け、右側を後から取り付けます。

③ 左側のカバーを取り付けた後、ホルダーをスラ

イドさせ残りのダクトカバーを取り付けて下さ

い。

※ダクトカバーの取り付けは、40ページのカ

バーの取り付けポイントを参照して下さい。

④ ホルダー側コネクタを白線の入った側を手前に

して差し込みます。しっかりと奥まで差し込み、

コードクランプで根本を固定します。

ダクトカバー

コネクタ

コードクランプ

⑤ ジャバラ根本の凹部分と、ホルダーの部分の位

置をあわせてホルダー正面のカバーを閉め、ネ

ジを締めて固定します。

※ジャバラは一谷分内側へ残るようにします。

⑥ 正面左側の「ケーブルアクセスカバー」のネジ

を締め、カバーを取り付けます。

⑦ 取手カバーを取り付けます。

１谷分残す
凹と凸を

合わせる

ジャバラ
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糊の連動供給機能 （オプション） Chapter 4

糊自動撹拌供給機「プラス１シリーズ」や糊供給ポンプ「ノリポン」を併用することによって、糊が減って

くると自動的に糊を補給すことが出来ます。

操作手順１ 糊付機とポンプの接続

糊供給を行うためには、本機の他に次のものが必要となります。

■糊供給ジョイント （延長パイプ付） （別売） 品番 11-1778

■糊供給ポンプ （別売） 下記いずれかの製品

・糊自動撹拌供給機 「プラス１リンク」 品番 11-6323

・糊自動撹拌供給機 「プラス１スムース」 品番 11-6325

・自動糊ポンプ 「ノリポン」 品番 11-6321

※上記以外の「糊自動攪拌供給機／プラス１シリーズ」も使用可能です。

① 糊箱の底についている取付穴プラグを外し、糊

供給ジョイントのノズルをねじ込みます。

② プラス１またはノリポンのホース先端に糊供給

ジョイントを取り付け、付属のホースバンドで

固定します。

給水栓チーズ

糊 箱

パ ッキン

ユニオン本体

ジョイント

ネジ

糊供給

ジョイント

ホースバンド

③ 本体に糊箱をセットし、ユニオン本体とホース

ジョイントをジョイントネジで固定します。

④ サービスコンセントに糊供給機の電源プラグを

差し込みます。

・電源プラグを差し込む前に、糊供給機

の「切換スイッチ」と本機の電源スイ

ッチが「OFF」になっていることを確

認して下さい。スイッチが入ったまま

電源プラグを差し込むとポンプが作動

して糊があふれ出す恐れがあります。

・機械に付いている電源コンセントは、

当社の糊自動攪拌供給機・自動糊ポン

プ専用です。他の電気機器を接続しな

いで下さい。

火災の原因となります。

・現場の電源状態が悪く、低電圧ランプ

が点灯している場合、糊の自動供給は

できません。

糊供給ジョイント

サービスコンセント

電源プラグ
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糊の連動供給機能 Chapter 4

例）糊粘度「7,000ｃP」、糊厚調整の目盛「2.0」行う場合

操作手順2 糊補給警告機能の設定

49ページを参考に「SoFT」に設定して下さい。

操作手順3 糊補給長さの設定

47ページの表に基づいて糊補給長さを設定します。

例に基づいて糊粘度「7,000ｃP」、糊厚調整の目盛

「2.0」ということから「800」cmと設定します。

操作手順4 糊供給時間の設定

糊供給を開始する下限の糊量、下限の糊量から上限

まで糊を供給する糊供給時間を設定して下さい。

① 糊供給を開始する下限の糊量まで供給します。

供給する際は割込みキーを押しスピード『H』

で運転しながら行います。

② 操作パネルの + を押して、糊供給

時間の設定モードに入ります。設定モードに入

ると画面には現在の設定秒数が表示されます。

③ 機械を割込キーで運転しながら キーを

押して糊を上限まで入れます。上限はリベット

の中心程度までを目安として下さい。設定値は

手動キーがONになっている間の秒数をカウン

トしますので、上限まで糊が入れば再度キーを

押して「OFF」にします。ポンプが停止して、

表示部は設定時間で点滅表示となります。

キーを押して値を確定して下さい。

操作手順5 糊付作業の開始

① キーを押して、自動供給を「ON」に

して糊付作業を行います。

② 糊付作業を行って下さい。800cmの糊付長さ

の糊付作業を行うと糊補給インジケータが点灯

すると共に、ブザーが「ピッ・ピッ・ピッ」と

鳴って、操作手順4で設定した秒数だけ糊補給

が行われます。

③ 作業が終われば、再度 キーを押して、

自動供給を「OFF」にします。

（LEDが消灯します。）

糊を供給

する下限

カットテープガイドの幅が狭い

方が縦方向なる向きで、図のよ

うに取付けます。

糊の液面がカット

テープガイドの底

面までくるように

糊を入れて下さい。

糊を供給

する下限

糊を供給

する上限

リベット

糊補給インジケータ
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糊の連動供給機能 Chapter 4

操作手順5 糊付作業の開始 ～続き～

糊の自動供給は操作パネルの「糊供給切替スイッチ」

を操作して行います。パネルのスイッチと動作は次

の通りです。

■手動

「ON」にしている間（LED点灯）、糊供給機から

糊が供給されます。

一度押すと「ON」、もう一度押すと「OFF」に

なります。

■自動

「ON」になっていると（LED点灯）、糊補給警告

機能からの糊補給時期の情報に連動して糊供給機

のポンプが「ON・OFF」し、糊を自動的に供給

します。

一度押すと「ON」、もう一度押すと「OFF」に

なります。

点灯

ON OFF

点灯

ON OFF

・糊供給機のポンプが作動した際に操作

パネルの表示が一瞬消えるような場合

は、電源状態を確認して下さい。電源

の延長コードを長く引き回している場

合には、自動供給ができない事があり

ます。

・休憩時間や昼休みなどで、糊付機の

側を離れるときは、 キーを必ず

「OFF」にして下さい。
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糊補給長さの設定値の目安

例）糊粘度「8,000cP」、糊厚調整の目盛り「2.0」で糊付作業を行う場合、糊補給長さは「790cm」と

設定して下さい

糊粘度の目安

・上記数値は目安です。ポンプの種類や使用期間による劣化等で数値は変動します。

・糊供給時は割込みキーを押し、スピード『H』で運転しながら糊箱全体に糊が行き渡るよう

に様子を見ながら糊を入れて下さい。

・上記数値は目安です。ポンプの種類や使用期間による劣化等で数値は変動します。

・粘度は使用環境によって数値が変動します。
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補助機能の設定 Chapter 4

本機には、クロス切れ検知機能やクロス残量表示機

能など、様々な補助機能が搭載されています。作業

形態によって、これらの機能を必要としない場合に

はこれらの補助機能の動作や初期設定値を切り替え

ることが出来ます。

補助機能設定画面の基本操作

① ＋ を押すと補助機能設定画面になりま

す。

② 、 キーを押すと、図の順番に設定対象

が変化しますので、設定を変更したい項目を

表示させます。

③ 、 キーを押すと設定が切り替わります。

（糊補給長さ、設定マイナス長さは数値を

入力します）

クロス切れ検知機能の設定

クロス切れ検知機能の「有効」「無効」を選択でき

ます。

① 、 キーを押して、図の画面を表示させ

ます。この画面がクロス切れ検知機能の動作設

定画面となります。

② 、 キーを押すと表示の「on」/「oFF」
が切り替わります。希望する設定に合わせたら

を押して確定させます

・表面が黒色系のクロス、表面層の起伏

が激しいエンボス系クロス、等の一部

のクロスにおいてクロス切れ検知機能

が働かない場合があります。このよう

な場合は、クロス切れ検知機能を「oF

F」にしてご使用下さい。

※検知機能が働かないクロスはセット

時にインジケータが消灯しません。

・工場出荷時の設定は「on」になってい

ます。

・オールクリアを行った場合は「on」に

再設定されます。
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糊補給警告機能の動作設定

糊補給警告機能を「oFF」、「SoFT」、「HArd」から

選択できます。

① 、 キーを押して、図の画面を表示させ

ます。この画面が糊検知センサーの動作設定

画面となります。

② 、 キーを押すと、「oFF」⇔「SoFT」

⇔「HArd」を切り替わります。希望する設定

に合わせたら を押して確定させます

・お使いの糊付機では設定を「HArd」

に設定しないで下さい。

・工場出荷時の設定は「oFF」になって

います。

・オ ー ル ク リ ア を 行 っ た 場 合 に は

「oFF」に再設定されます。

糊補給長さ（初期値）の設定

※糊補給警告機能を「SoFT」に設定している時

のみ、変更できます。

ソフト式 糊補給警告機能の「糊補給長さ初期値」

を変更できます。

① 、 キーを押して、図の画面を表示させ

ます。この画面が糊補給長さ初期値の設定画

面となります。

② 任意の数字キーを押し、希望する値に合わせ

たら を押し確定します。

・工場出荷時の設定は「1000cm」に設

定されています。

・オ ー ル ク リ ア を 行 っ た 場 合 に は

「1000cm」に再設定されます。
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補助機能の設定 Chapter 4

残量表示機能の表示設定

残量表示機能を「oFF」、「nori」、「CLoS」から選択

できます。

① 、 キーを押して、図の画面を表示させ

ます。この画面がクロス残量表示機能の動作

設定画面となります。

② 、 キーを押すと、「oFF」⇔「nori」⇔

「CLoS」が切り替わります。希望する設定に

合わせたら を押して値を確定させます。

・設定が「nori」ならノーマルモード中

の補助画面に糊補給長さ残量が常時表

示されます。「oFF」なら非表示となり

ます。

・設定が「CLoS」ならノーマルモード

中の補助画面にクロス残量が常時表示

されます。「oFF」なら非表示となりま

す。

・工場出荷時の設定は「oFF」になって

います。

・オールクリアを行った場合は「oFF」

に再設定されます。

リピート設定マイナス長さの設定

柄リピート頭出し機能の「設定マイナス長さ」値を

変更できます。

① 、 キーを押して、図の画面を表示させ

ます。この画面がリピート設定マイナス長さの

設定画面となります。

② 、 キーを押すと、表示されている数値

が変化します。希望する値に合わせたら を

押して確定させます。

・数値は0～99までの任意の値を設定で

きますが、通常2～5の範囲でご利用下

さい。

・工場出荷時の設定値は「3」になって

います。

・オールクリアを行った場合は「3」に

再設定されます。
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トータル表示切替設定

トータル表示の「全てのトータル」「クロス有時の

トータル」を選択できます。

① 、 キーを押して、右図の画面を表示さ

せます。この画面がトータル表示切替えの設

定画面となります。

② 、 キーを押すと、表示の「ALL」／

「CLoS」が切り替わります。希望する設定に

合わせたら を押して確定させます。

・設定が「ALL」なら、トータルを押し

た時に「スタート」及び「送りキー」

で運転した長さの全てのトータル長さ

が表示されます。（従来と同じ）

また設定が「ＣLoS」なら、クロス末端

検知でクロス有の状態で運転した長さが

表示 されます。

・工場出荷時の初期値は「ALL」になって

います。

・オールクリアを行ったときには「ALL」

に再設定されます。

長さＸ枚数表示設定

長さ×枚数の計算値表示の「表示」「非表示」を選

択できます。

① 、 キーを押して、右図の画面を表示さ

せます。この画面が長さ×枚数の計算値の表

示設定画面となります。

② 、 キーを押すと、表示の「on」/「oFF」
が切り替わります。希望する設定に合わせた

ら を押して確定させます。

・設定が「on」なら、長さと枚数を入力

してセットを押すと、長さ×枚数の計

算値が画面に２秒間だけ、＊.＊ｍと点

滅表示されます

・工場出荷時の設定は「oFF」になってい

ます。

・オールクリアを行ったときには「oFF」

に再設定されます。
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Chapter 5

Chapter5 メンテナンス

この章では、機械のお手入れや調整方法について解説

しています。
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機械のお手入れ Chapter 5

掃除の程度が機械の性能と寿命に大きく影響します。毎日の作業が終われば、下記の手順で掃除と手入れを

行います。

本体部のお手入れ

① スリッター、操作ボックスを本体から取り外し

て下さい。操作ボックスを外した後は、ホルダ

ー側のコネクタに保護カバーを取り付けます。

② 糊箱を取り出し、中に残っている糊をバケツ等

にあけて移します。糊箱内に付着した糊は大ま

かに落とし、空になった糊箱を糊付機に再度セ

ットします。

③ 本体の上部フレームを開け、送り出しローラー、

ナラシローラー及び糊切ブラケットを取り外し

て、表面に付着している糊を洗い落として下さ

い。

④ スポンジ等に水を含ませ、糊付ローラーやドク

ターローラー、各ステーに付着した糊をよく洗

い落として下さい。

・ローラー表面の糊は完全に洗い落とし

て下さい。洗浄が不完全な場合、次回

の糊 付作業に支障をきたすと共に、ロ

ーラー等が変色する可能性があります。

・付着した糊が固まっている場合は、き

れいな雑巾をぬるま湯にひたしてロー

ラーにかぶせ、しばらく放置した後で

洗うと落ちやすくなります。長時間雑

巾等をかけたまま放置すると、ローラ

ーが変色する場合がありますのでご注

意下さい。

⑤ 糊付ローラー等の洗浄が終われば、糊箱を取り

出して洗浄水を捨て、糊箱と糊上ローラーを洗

浄します。糊上ローラーは、回しながら、歯車

の付いていない側を横へスライドさせると取り

外せます。

⑥ 洗い終われば、乾いた布などで水分をよく拭き

取って下さい。また、脚やカッターガイド部な

どについた糊もきれいに拭き取って下さい。

拭き取り後、各ローラーの軸受け部分に注油し

て下さい。ただし、検尺ローラーにはカウント

センサーが付いていますので、絶対に注油しな

いで下さい。

・割込スイッチ等で空運転させながらの

洗浄は、ローラーの間に手を巻き込む

恐れがありますので避けて下さい。

・送り出しローラーは水に浸けたりせず、

よく絞った雑巾などで拭き取る程度に洗

浄して下さい。表面が劣化して損傷する

恐れがあります。

・ホースなどで水を直接電気部分にかけ

ないようにして下さい。機械の故障・

感電・火災の原因となります。

・操作ボックスやカバーに付着した糊な

どの汚れを落とす場合は、かたくしぼ

った雑巾で拭き取るようにして下さ

い。

糊上ローラー

糊 箱
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機械のお手入れ Chapter 5

スリッターのお手入れ

スリッターの切れ味を保つ為には、日常のメンテナ

ンスが不可欠です。下記の手順でメンテナンスを行

って下さい。

お手入れ方法

① 各部のネジのゆるみを確認し、ゆるみがあれば

増し締めして下さい。

② 歯車のセットビスのゆるみを確認し、ゆるみが

あれば増し締めして下さい。

③ 刃物を乾いた布などで空拭きし、付着した埃や

ゴミをきれいに取り除きます。糊が付着してい

る場合は、堅く絞った雑巾できれいに拭き取り、

その後乾燥した布で水分を拭き取ります。

付着した汚れが取り除けたら、刃物に薄くシリ

コンオイルを塗布して下さい。

→切断作業前には付着したオイルをきれいな布

などで拭き取ってからご使用下さい。

④ シャフトの軸受部分に注油して下さい。

カッターシャフトに注油して

刃物ブロックをスライドさせ

て下さい。

注油場所

（左右とも）

刃 物 ブ ロ ッ ク

カッターシャフト

切りくずの除去

刃物ブロックには耳屑が詰まり難い構造になってい

ますが、クロスの種類や端部の状態によっては詰ま

る場合があります。

取り除き方

① 上部の開口部からはみ出ている耳屑を引き出し

ます。

② 付属の六角レンチもしくは竹串など先の細い棒

状の物をクロス挿入側から差し込み、耳屑を除

去します。

③ 全て除去できた事を確認し、作業を再開して下

さい。

耳屑が詰まり出すと、クロス端部の切れ

具合が変わってきます。早期発見する事

により、クロスへのダメージが軽減され

ます。

安全のため、必ず機械の電源を切って作

業を行って下さい。

六 角 レ ン チ

上刃物固定ステー

クロスガイド

刃物ブロック

切り屑（耳屑）
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糊厚調整レバーの調整 Chapter 5

糊厚調整レバーを同じ目盛に合わせた際に糊厚が左右で違っている場合はレバーの調整を行います。このと

き、左右の糊厚が極端に違っている場合は手順１・２の両方を、違いが少ない場合は手順２の方法で調整を

行います。

調整手順１ 機械に糊が入っていない場合

① 上部フレームを開きます。

② 糊付ローラーとドクターローラーが接触するか

しないかのぎりぎりの位置になるように調整レ

バーで調整します。

ローラーを手で回しながらローラー同士が接触

していないことを必ず確認して下さい。

③ 調整レバーに入っているセットボルト（片側2

ヶ所・左右計4ヶ所）を付属の六角レンチ (2.0

mm)でゆるめ、レバーの目印を「目盛0.5」の

所に合わせてセットボルトを締め込みます。

調整手順２ 機械に糊が入っている場合

① 糊付機の上部フレームを開き、割込スイッチを

押してローラーを回転させます。

② 糊付ローラーを見ながら、糊厚が均等になる位

置にレバーを合わせます。

※目盛2～3付近で合わせて下さい。

仮に、調整レバーが右側2、左側2.5の位置で糊

厚が均等になったとします。

③ 再度割込スイッチを押してローラーを止め、目

盛が大きい側のレバーのセットボルトを緩めま

す。

（例の場合は左側を緩めます。）

④ 調整レバーを反対側と同じ位置に合わせ、セッ

トボルトを締め込みます。

（例の場合は目盛2.5にあわせます。）

調整中は絶対に回転しているローラーに

触れないで下さい。巻き込まれてけがを

する恐れがあります。

六角レンチ
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ローラー隙間調整・押さえ圧調整 Chapter 5

糊上ローラーと糊付ローラーの間の隙間が狭い場合、粘度の高い糊を使用した際に糊があふれることがあり

ます。また、間隔が広すぎる場合には、粘度の低い糊を使用した際にうまく糊が上がりません。このような

ときは隙間の調整を行います。

検尺ローラーの押え圧が弱い場合には、クロスを引き上げなかったり、クロスが滑って検尺長に誤差が出ま

す。また、左右の押え圧が違っている場合には、クロスが蛇行あるいは、斜行します。このようなときは検

尺ローラーの押え圧を調整します。

ローラー間隙間の調整

① 上部フレームを開いて送り出しローラーとナラ

シローラーを取り外します。

② 糊箱受けのネジを付属の(+)ドライバーで緩め

ます。

③ 糊上ローラーと糊付ローラーの隙間が1.2mm程

度になるように糊箱受けを上下に動かし、固定

します。

調整の際には、ローラーの間に1.2mmの

隙間ゲージ（市販）を挟んでから行うと

確実に調整が出来ます。

糊上ローラー

糊付ローラー

隙間1.2mm程度

検尺ローラー押さえ圧の調整

① 本体上面の調整ネジを付属の(+)ドライバーで

回して調整します。（1/4回転づつ回してゆき

ます。）ネジを締めると、押え圧が強くなりま

す。

② 圧を強くすると、クロスは長めに出る傾向にな

ります。クロスが斜めに出るときはクロスの向

かっていく側のネジを強くするか、反対側を緩

めます。

（例）

■クロスが左側に傾いて出る場合

右側のネジを緩めるか、左側のネジを締めます

■クロスが長く出る場合

左右のネジを均等に緩めます
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糊切りの調整 Chapter 5

糊切りの調整が不十分な場合にはクロスの巻き込みの原因となります。定期的に確認と調整を行って下さい。

糊切り（糊付ローラー側）の調整手順

糊付ローラー側の糊切りは、ツメの先端が糊付ロー

ラーの溝の底に少し触れる程度の位置にビスで固定

します。

※ツメの先端が溝からはみ出さないように調整します。

糊切り（正面側）の調整手順

正面側の糊切りはクリップ式になっています。角度

を調整してツメの先端がナラシローラー表面に触れ

るか触れないかという程度に設定してます。

左右の位置は自由に決定することが出来ます。間隔

が均等になるように位置を決めます。

両端はクロスの幅に合わせて適当な位置に調整して

おくと効果的です。

調整中に誤って機械が動き出さないよう、

必ず本体の電源を切った状態で調整を行っ

て下さい。

先端が溝に収まるように

糊切りステーの取り外し

清掃の際には、糊切りステー（糊付ローラー側）を

取り外して、付着した糊を洗い落として下さい。

・清掃後、ステー取り付けの際には、取り

付け方向に注意して行って下さい。

・糊切りのツメの先端が溝に収まっている

ことを確認して下さい。

糊切りステー

（糊付ローラー側）
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スリッター刃物の交換 Chapter 5

スリッターの刃物は消耗品です。刃物の摩耗と同時に切断性能が低下しますので、刃物交換を行って下さい。

■作業の前に準備する物

・六角レンチ（3㎜） ・モンキーレンチまたはスパナ（対辺12㎜）

・軍手などの保護具（ケガをする恐れがありますので必ず着用して下さい。）

刃物の交換

① 調節ツマミを緩め、刃物ブロックを本体内側の

作業を行いやすい位置（一番内側から30mm以

上はなす、もしくは目盛りの-4～-5の位置）に

移動します。移動後、調節ツマミを締め、刃物

ブロックを固定して下さい。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

② クロスガイドを外します。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

③ 軸受けブラケット（下）とガイド板を固定して

いるネジを緩めます。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

刃物ブロック部を矢印側(本体内側)

に移動させる

刃 物 ブ ロ ッ ク

裁断幅調節ツマミを緩める

ネ ジ を 外 す

（ １ 箇 所 ）

六角レンチ（付属）

クロスガイド

ネジを緩める

（2箇所）

ネジを緩める

（ 4 箇 所 ）

軸受けブラケット（下）

ガイド板

④ カッターシャフトを回転しないようにスパナで

固定し、押さえローラーを矢印方向に回転させ

て、ネジを緩めます。手で回しにくい場合は図

のように六角レンチを押さえローラー」の穴に

入れテコの原理でネジを緩めて下さい。

※他方も図の矢印と同じ方向に回転させネジを緩めます。

※押さえローラーは「押さえローラー」のネジ部はクロス

の挿入方向から見て、左側が右ネジ（上図中の押さえロ

ーラー）、右側が左ネジになっていますので、取り付け、

取り外しにご注意下さい。

※押さえローラー取付の際は、手で軽く締める程度にし

て下さい。

⑤ 軸受けブラケット（下）とガイド板を本体中央

（内側）へ移動させます。軸受けブラケット

（下）はカッターシャフト（下）から外れた状

態になります。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

ネジを緩めた部品(2点)を

矢印側(本体内側)にスライドさせる

軸受けブラケット（下）

ガイド板

手で回らない場合は図のように

六角レンチを使用してネジを緩める
カッターシャフト（上）を

モンキーまたはスパナで固定

部品の根元部分が

ネジ部になっています

押さえローラー

カッターシャフト（上）
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スリッター刃物の交換 Chapter 5

刃物の交換 ～続き～

⑥ 軸受けブラケット（上）を固定しているネジを

緩めます。（２箇所×２）

※他方も同じ要領で作業して下さい。

※ネジが緩まない場合は、別途Ｔグリップ付六角レンチ

（３mm）等をご用意下さい。

⑦ 軸受けブラケット（上）を本体外側へ移動させ

ます。移動させると図のようにガイドローラー

の軸が凹凸で連結されていることが確認できま

す。スリットを上向きにしてガイドローラーを

上方向に取り外します。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

ガイドローラー

軸受けブラケット（上）

軸受けブラケット（上）

本体外側にスライドさせる

ガイドローラー
スリットに合わせて
上方向に取り外す

カッターシャフト（下）

ネジを緩 め る

（ 2 箇 所 ）

軸受けブラケット（下）

カッターシャフト（下）

ガイド板

⑧ 軸受けブラケット（上）を本体中央（内側）へ

移動させ、カッターシャフト（上）から外れた

状態にして、作業③で緩めた押さえローラーの

ネジを完全に外しカッターシャフト（上）から

抜き取って下さい。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

⑨ 上刃物用ボスと上刃物が取り付けられているネ

ジを外します。（3箇所）

取り外しの際は、始めにネジを１本ずつ３０°

～４５°程度緩めた後に、下刃物用ボスを刃物

ブロックに押しつけた状態（上刃と下刃が離れ

ている状態）で刃物用ボスを回転させながらネ

ジを緩めてから行ってください。

ネジを外せば上刃物が交換可能な状態に

なります。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

カッターシャフト（下）

カッターシャフト（上）

押さえローラー

押さえローラーを回転させ

本体内側にスライドさせて

取り外す

刃物ブロック

上 刃 物 用 ボ ス

上刃物

ネジ（平座金付）を外す（３箇所）

・刃物交換時に上刃と下刃がかみ合った

状態で回転させると、刃物に欠けや、

キズ等が発生する場合があります。
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スリッター刃物の交換 Chapter 5

刃物の交換 ～続き～

⑩ カラー、下刃物用ボスと下刃物が取り付けられ

ているネジを外します。（3箇所）ネジを外せ

ば下刃物が交換可能な状態になります。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

⑪ 刃物を交換し反対の手順で取り付け作業を行っ

て下さい。

※他方も同じ要領で作業して下さい。

作業時には必ず皮手袋などの保護具を着

用し、刃物の取扱には十分注意して下さ

い。

構造上、刃物を取り外す場合は上刃物→

下刃物、取り付ける場合は下刃物→上刃

物の手順で行わなければ刃物が交換でき

ません。

刃 物 ブ ロ ッ ク 下 刃 物 用 ボ ス

下 刃 物

ネジ（バネ・平座金付）を外す（３箇所）

カラー

刃物用ボス取付のポイント

・刃物受け、刃物、刃物用ボスそれぞれの

取付穴を、カッターシャフト（六角棒）

の１辺の真上に合わせて下さい。

・１箇所をネジで仮締めした後に、残り

の箇所を下刃物用ボスを刃物ブロック

に押しつけた状態（上刃と下刃が離れ

ている状態）で刃物を回転させて順に

締めて下さい。

・最後にモンキーもしくはスパナを用い

て本締めを行う際は、なるべく刃物を

回転させないよう行って下さい。

※刃物用ボス取付の際には、ネジの長

さに注意して下さい。

上刃用 ‥‥ 平座金付ネジ

下刃用 ‥‥ バネ・平座金付ネジ

刃 物 用 ボ ス

刃物刃 物 受 け

カッターシャフト
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Chapter 6

Chapter6 困ったとき

この章では、トラブルの原因と対処方法をチャートに

して解説しています。
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トラブルチェックリスト Chapter 6

本機に何らかの異常が生じた場合は、次の手順に従ってチェックして対処して下さい。

全ての項目をチェックしても解決しない場合もしくは要修理となった場合は、お求めになられた販売店、又

は弊社までご連絡下さい。

操作パネルの表示が出ない

確認項目 チェック 対処方法

他の電気器具は動作していますか？ 停電もしくはコンセントに通電されて

いません。電源を確認下さい。

電源スイッチは入っていますか？ 電源スイッチをONにして下さい。

電源コード等に異常はないですか？ 電源コードのキズを確認下さい。

切れていれば交換が必要です。

サーキットプロテクタが飛び出ていま サーキットプロテクタを押し込んで下

せんか？ さい。

電源コードは正しくさしこまれていま 本体のACインレット付属の電源コ

すか？ ードを奥まで正しくさしこんで下さ

い。

※必ず付属の電源コードを利用して

下さい。

操作ボックスは確実に差し込まれ コネクタが奥までささるように確実に

ていますか？ 差し込んで下さい。
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トラブルチェックリスト Chapter 6

表示は出ているが動かない

確認項目 チェック 対処方法

電圧警告インジケータが点灯してい 高電圧：誤って200Vに接続していま

ませんか？ せんか？

100Vに接続して下さい。

低電圧：周囲でヒーターや投光器を

使用していれば、別系統の

電源を利用して下さい。

長いドラムを使用している

場合はドラムを外して使用

して下さい。

動かないときにクロス切れインジケー クロス残量警告機能をOFFにして使

タが点灯していませんか？ 用して下さい。

電源を再投入して動きますか？ モーター保護回路が機能しています｡

（10秒以上OFFにします。） 過負荷になっている可能性がありま

すので、機械を確認下さい。

モーターの回転音はしますか？ 回転音がしている場合は、歯車の破

損もしくはネジがゆるんでいます。

ネジを確認して下さい。

押せば動くキーはありますか？ 特定のキーを押した場合のみ動かな

い時は、そのキーが壊れている可能

性があります。（要修理）

どのキーを押してもモーターが全く

回らない場合は、モーター基盤の故

障もしくはコネクタ抜けの可能性が

あります。（要修理）

入力や設定の動作はできますか？ 入力や設定が出来る場合は、モータ

ー基盤の故障か、ケーブルの断線、

コネクタ抜けの可能性があります。

（要修理）

入力・設定も出来ない場合は、操作

ボックス故障の可能性があります。

（要修理）



66

トラブルチェックリスト Chapter 6

クロスにしわが発生する、蛇行する

確認項目 チェック 対処方法

クロスが斜めにセットされていませ まっすぐに再セットして下さい。

んか？

紙受ブラケットがずれていませんか？ 紙受ブラケットを正しく再セットし

て下さい。

テンション棒を使用していますか？ 使用していない場合はテンション棒

を追加して下さい。

押さえ圧調整ネジは均等にしめられて 左右でネジの長さが異なっている場

いますか？ 合は、バランスが狂っています。

57ページの手順で調整下さい。

機械が傾斜してセットされていませ 水平な位置に再セットして下さい。

んか？

クロスが引きあがらない

確認項目 チェック 対処方法

サイド盤を押しつけすぎていません 少しゆるめて作業して下さい。

か？

押さえ圧調整ネジがゆるんでいません 57ページの手順で調整下さい。

か？

原反芯棒が曲がっていませんか？ まっすぐな芯棒を使用して下さい。

上部フレームのパチン錠はしまって パチン錠を締めてご使用下さい。

いますか？ パチン錠を閉めても、ロックした感

触がない場合は、パチン錠のネジが

ゆるんでいますので、締め直して下

さい。

低電圧警告インジケータが点灯して 電圧が下がるとモーターの出力が低

いませんか？ 下します。正常な電源に接続して下

さい。
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トラブルチェックリスト
Chapter 6

スリッターのスライドが重くて動かない場合

使用中に刃物ブロック部のスライドが重く動かなくなる事があります。

万一、上記のような場合には、

ガイドローラーを少し前後に回転させてから刃物ブロックをスライドさせれば、

解消出来ます。

ガイドローラー
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動作フローチャート Chapter 6

ＦＬＥＸの各種モードの関係は、図のようになっています。
A T H L E A D
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仕様 Chapter 6

製品コード 051-0288-00

外形寸法 925.5mm(H)ｘ220mm(D)ｘ1,304mm(W)

付属品除く

重量 本体 :25.6Kg（うち操作ボックス0.5Kg、付属品3.0Kg）

脚 :10.2Kg

スリッター: 8.0Kg

総重量 :43.8Kg

モーター AC100V 40W 三相インバータ駆動

糊付速度 1.4～15.5m/min（11段階）、スロースタート／スローダウン

糊付有効巾 1,020mm

糊箱容量 14リットル

動作保証温度 +5℃～40℃（運転時）-5℃～60℃（保管時）

動作保証電圧 単相AC100V±10% 50/60Hz

（定格電圧）

定格消費電力 150Ｗ 10分定格

スリッター NEWスリッターSCタイプ

切断有効巾 720mm～1,020mm

製品仕様は改良等のため、予告無く変更する場合があります。
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お問い合わせ先

お客様相談室 0120-079177 (土・日・祝日を除く 10:00～18:00)




